
SHUKU-SUI-KAI （4）

S h u k u  -  S u i -  K a i

NO.24
編集発行／北翔大学同窓会事務局
〒069-8511 江別市文京台23番地
TEL&FAX（011）387-1019（直通）
E-mail:shukusui@hokusho-u.ac.jp
HP:http://www.syukusuikai.com

［2016年6月 発行］

　同窓会にとって名簿は命とも言えます。ぜひ、
ご協力をお願いいたします。 
　個人情報の取り扱いについてはあらかじめ定
めた利用目的の範囲内で必要な限りにおいて利
用します。また、法令に定められ
ている場合を除き、同窓生の皆様
の同意を得ることなく、個人情報
の第三者提供を行いません。

住 所 を お 知 ら せ く だ さ い

携帯からもアクセスできます▶

 

北翔大学オープンキャンパス2016

進化する車椅子ソフトボール
7 月 2日第一回ワールドチャンピオンカップ開催

アメリカチーム 韓国チーム

●予約なしの参加OK●無料送迎バス運行●学食グルメ体験●

11：00 〜15：3010：30 受付開始全日程

7/16 土
SAT

7/17 日
SUN

9/11 日
SUN

3/12 日
SUN

2017

合 格
●���第28回社会福祉士
国家試験合格者� 19名
（H27年度卒 9名／�過年度卒 10名）
�
●���第18回精神保健福祉士
国家試験合格者� 7名
（H27 年度卒 3 名／�過年度卒 4 名）

採 用
●���教員採用者（H28.2.19 現）
� 採用者数� 118 名
　�小学校 27 名
　�中学校 6 名
　�高　校 3 名
　�特別支援学校 47 名
　�養護教諭 35 名

　
淑
萃
会
が
社
会
貢
献
の
一
環
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
、
車
椅
子
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
。
第
4
回
を
迎
え
る
全
日
本
選
手

権
大
会
は
、
本
学
大
西
昌
美
准
教
授
が
ゼ
ミ

生
と
共
に
研
究
及
び
サ
ポ
ー
ト
に
あ
た
っ
て
い

ま
す
。

　
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正
式
種
目
に
し
た
い
と

高
い
目
標
を
掲
げ
た
協
会
が
今
取
り
組
ん
で

い
る
の
は
、
競
技
人
口
の
増
加
と
世
界
各
国

に
呼
び
か
け
参
加
国
を
増
や
す
事
で
す
。

　
も
と
も
と
ア
メ
リ
カ
で
40
年
以
上
も
前
か

ら
行
わ
れ
て
い
た
競
技
な
の
で
す
が
、
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
対
抗
の
大
会
に
日
本
チ
ー
ム
が
参
加

さ
せ
て
も
ら
っ
た
の
が
4
年
前
。
今
年
開
催

す
る
全
日
本
選
手
権
と
同
時
開
催
で
は
あ
り

ま
す
が
、第
一
回
ワ
ー
ル
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
カ
ッ

プ
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
チ
ー
ム
・
韓
国
チ
ー
ム
・

そ
し
て
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
と
4
カ
国
で
の
競
技

が
実
現
し
ま
す
。
世
界
初
で
す
。

　
国
内
的
に
も
、
中
畑
清
さ
ん
が
応
援
大
使

を
引
き
受
け
て
下
さ
り
、
元
巨
人
の
桑
田
真

澄
さ
ん
も
と
て
も
大
き
な
興
味
を
持
っ
て
下

さ
り
、
7
月
の
大
会
は
是
非
見
学
を
し
た
い

と
の
問
い
合
わ
せ
も
あ
り
今
後
の
発
展
に
明

る
い
展
望
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
か
ら
は
競

技
用
車
椅
子
の
寄
付
を
い
た
だ
き
、
西
武
ラ

イ
オ
ン
ズ
に
至
っ
て
は
、
昨
年
9
月
ラ
イ
オ
ン

ズ
カ
ッ
プ
と
称
し
て
西
武
球
場
駐
車
場
に
て

大
会
開
催
を
実
現
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
北
海
道
の
地
で
蒔
い
た
一
粒
の
種
が
大

き
く
根
を
張
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

平
成
22
年
に
同
窓
生
の
子
女
並
び
に

兄
弟
の
入
学
金
免
除
制
度
が
発
足
し
て

か
ら
毎
年
50
人
前
後
の
入
学
が
実
現
し

て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
予
て
か
ら
同
窓
会
は
お
孫

さ
ん
に
も
対
象
の
拡
大
を
要
請
し
て
き

ま
し
た
。
平
成
29
年
度
入
学
生
募
集
か

ら
の
実
施
が
理
事
会
の
決
定
で
成
さ
れ

ま
し
た
。

　

道
内
他
大
学
で
も
こ
の
取
り
組
み
は

少
な
く
特
化
さ
れ
る
も
の
で
す
。
こ
の

制
度
を
利
用
し
て
多
く
の
優
れ
た
人
材

が
母
校
で
そ
の
才
能
や
個
性
、
能
力
を

大
い
に
発
揮
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
切

望
し
て
い
ま
す
。

　

先
ず
は
、
多
く
の
大
学
の
中
か
ら
母

校
を
選
択
肢
に
加
え
、
お
孫
さ
ん
と
一

緒
に
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
参
加
し

母
校
を
訪
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。そ
の
際
に
は
、入
試
の
方
法
は
様
々

用
意
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
子
女
、兄
弟
、

孫
で
あ
る
事
を
申
告
し
大
学
と
相
談
を

し
て
み
て
下
さ
い
。

　

心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
同
窓
会
は
大
学
と
共
に
最
善

を
尽
く
し
て
い
く
覚
悟
を
改
め
て
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

〈
手
続
き
の
流
れ
〉

　

入
学
金
は
通
常
通
り
一
旦
納
入
、
入

学
し
た
後
4
月
か
ら
学
生
生
活
支
援
オ

フ
ィ
ス
に
て
申
請
書
の
提
出
を
受
け
付

け
ま
す
。
後
に
返
金
さ
れ
ま
す
。

○注		

全
て
自
己
申
告
で
す
。
自
ら
申
し

出
て
手
続
き
を
行
っ
て
下
さ
い
。

　

第
4
回
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ア
ー
が
、
平
成
27
年
8
月

5
日
か
ら
10
日
ま
で
の
5
泊
6
日
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
初

め
て
開
催
し
た
持
ち
込
み
企
画
、「
く
り
り
ん
祭
り
」
で
は

現
地
の
子
ど
も
た
ち
と
遊
び
ま
し
た
。
子
ど
も
が
無
邪
気
に

外
で
楽
し
そ
う
に
遊
ぶ
姿
を
見
て
、
企
画
を
し
て
よ
か
っ
た

な
と
思
い
ま
し
た
。

　

震
災
が
起
き
て
辛
い
こ
と
悲
し
い
こ
と
が
沢
山
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
け
れ
ど
、
釜
石
の
人
た
ち
は
起
き
て
し
ま
っ
た

事
を
悔
や
む
よ
り
も
、
ど
う
や
っ
て
元
に
戻
す
か
を
考
え
、

釜
石
の
未
来
の
た
め
に
動
き
出

し
て
い
る
人
た
ち
の
ほ
う
が
多

い
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
こ
の
よ
う
な
貴
重
な

体
験
を
通
し
て
沢
山
の
こ
と
を

学
べ
た
の
は
同
窓
会
の
皆
様
の

ご
支
援
の
お
か
げ
で
す
。

　

参
加
者
の
一
人
と
し
て
心
か

ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
大
学
に
入
学
し
て
か
ら
毎
年
、
淑
萃
会
の
支
援
で
岩

手
県
釜
石
市
に
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
っ
て
い
ま
す
。
報

道
な
ど
で
は
わ
か
ら
な
い
被
災
地
の
現
状
や
被
災
地
の
方
々

と
実
際
に
話
し
て
み
た
い
と
思
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し

た
。
被
災
地
に
行
っ
て
み
る
と
、
復
興
と
は
程
遠
い
景
色
で

し
た
。
現
地
の
方
が
、
震
災
前
の
写
真
を
持
ち
な
が
ら
そ
の

場
そ
の
場
を
説
明
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
時
、
津
波
に
の
ま

れ
九
死
に
一
生
を
得
た
話
を
聞
い
た
時
、亡
く
な
っ
た
家
族
・

未
だ
に
見
つ
か
ら
な
い
家
族
の
お
話
を
し
て
く
だ
さ
っ
た

時
、
言
葉
に
は
表
せ
な
い
複
雑
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
気
持
ち
は
、
実
際
に
被
災
地
に
行
く
こ
と
が
な
け
れ
ば

感
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
く
た
び

に
、
人
と
の
繋
が
り
が
増
え
て

い
き
ま
し
た
。
同
じ
目
的
を

持
っ
て
活
動
を
し
て
い
た
人
た

ち
と
は
今
で
も
関
わ
り
を
持
っ

て
い
ま
す
。学
校
の
ツ
ア
ー
や
、

個
人
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
く

こ
と
が
な
け
れ
ば
こ
の
繋
が
り

を
持
つ
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
き
私
自
身
成
長
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。一
日
一
日
を
大
切
に
、

無
駄
の
な
い
生
活
を
し
よ
う
。
い
つ
何
が
起
こ

る
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
後
悔
の
な
い
生
き
方
を

し
よ
う
、
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

第
4
回
東
日
本
大
震
災

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て

教
育
文
化
学
部
教
育
学
科
2
年
　
髙
橋
　
春
菜

「
東
北
の
今
」

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
代
表
（
教
育
学
科
3
年
）

蛯
名
　
千
晴

　復興庁が主催する平成 28年度学
生ボランティア促進キャンペーンイ
ベント「今だからできること〜復興
の先を見据えて」が東京で開催され、
災害ボランティアサークルの取組が
評価され、北海道を代表して参加し
てきました。
　全国の大学と交流を深め、より多
くの人と被災地の復興について考え
ることができました。
� （蛯名千晴・髙橋春菜）

●入学金
北翔大学
北翔大学短期大学部
編入学
大学院

310,000円→0円
230,000円→0円
240,000円→0円
200,000円→0円

●同窓会費
40,000円→20,000円

学生表彰受賞者
伊藤　佑樹  
生涯スポーツ学研究科　陸上競技
西本　亜海
スポーツ教育学科　陸上競技
八重樫春香
スポーツ教育学科　陸上競技
坂﨑　　凜
スポーツ教育学科　体操
岡部　唯香
教育学科　陸上競技 今後のますますの活躍を期待します

　

北
海
道
女
子
短
期
大
学
か
ら

大
学
へ
移
行
し
て
20
年
に
な
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　

各
支
部
に
出
向
き
参
加
者
も

そ
う
で
す
が
、
ま
だ
短
大
と
大

学
が
同
窓
生
の
中
で
融
合
さ
れ

て
い
な
い
と
い
う
の
が
実
感
。

　

当
広
報
誌
に
て
、
幾
度
と
な

く
何
も
変
わ
ら
な
い
母
校
で
す

と
呼
び
か
け
て
来
ま
し
た
が
一

向
に
溝
が
埋
ま
っ
て
い
な
い
の

が
現
実
な
の
で
し
ょ
う
。

　

母
校
は
不
幸
な
事
件
が
あ
り

気
持
ち
が
離
れ
て
し
ま
っ
た
の

も
大
き
な
原
因
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

で
も
し
か
し
、
現
在
は
北
翔

大
学
と
し
て
毎
年
6
0
0
名
の

後
輩
が
入
学
し
卒
業
し
て
い
る

現
在
進
行
形
で
す
。
18
歳
人
口

の
減
少
、
ま
た
本
学
が
特
色
の

あ
る
学
部
構
成
で
あ
る
事
の
特

性
を
生
か
し
切
れ
て
い
な
い
の

か
、
特
性
故
な
の
か
厳
し
い
戦

い
が
続
い
て
い
ま
す
。
で
す
か

ら
同
窓
会
と
し
て
、
何
を
す
れ

ば
い
い
の
か
を
重
点
に
お
き
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
短
大
卒
の
方
々
に
は

今
も
変
わ
ら
ず
母
校
で
あ
る
事

を
感
じ
て
欲
し
く
て
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
を
製
作
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
同
窓
会
を
託
し

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
若

者
に
は
異
業
種
交
流
会
。
一
人

で
も
多
く
の
入
学
者
を
獲
得
す

る
た
め
の
孫
の
入
学
金
減
免
制

度
の
確
立
。

　

温
か
く
強
い
繋
が
り
を
目
標

に
し
て
頑
張
っ
て
い
る
後
輩
へ

の
数
々
の
支
援
。

　

こ
ん
な
に
頑
張
っ
て
い
る
同

窓
会
、
他
に
あ
り
ま
す
か
。

　

で
も
こ
れ
は
自
己
満
足
な
の

で
し
ょ
う
。
学
内
で
は
（
一
部

で
す
が
）
同
窓
会
の
お
金
を
同

窓
会
に
決
定
権
を
委
ね
て
い
い

の
か
、
同
窓
会
の
お
金
は
大
学

の
物
だ
と
の
風
潮
が
。

　

そ
れ
は
こ
ち
ら
側
が
考
慮
す

る
事
で
大
学
が
口
に
し
て
は
い
け

な
い
越
権
行
為
。
情
け
な
い
…

　

今
や
同
窓
会
の
力
は
大
学
の

力
、
広
く
世
間
か
ら
求
め
ら
れ

て
い
る
現
実
を
無
視
す
る
イ
ン

テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
欠
片
も
な
い

見
解
。

　

日
々
同
窓
会
は
こ
ん
な
事
と

も
戦
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
ほ
ん
の
一
部
で
す
が

愚
痴
を
言
っ
て
み
ま
し
た
。
歩

を
止
め
た
ら
負
け
だ
と
知
っ
て

い
ま
す
。
前
を
見
据
え
て
進
む

だ
け
で
す
。

　

皆
さ
ん
は
ど
う
思
い
ま
す
か
。

合
縁
奇
縁

● ● ● ● ●平成28年度	代議員会報告●●●● ●

平成27年度決算＆平成28年度予算

〈審議内容〉
1．H27 年度事業報告及び会計決算報告
2．H28 年度事業計画及び予算

3．その他

4月2日（土）開催

一般会計 （単位：円）

項目 27 年度決算 28 年度予算

収
入

会 費 収 入 24,112,008 22,400,000

雑 収 入 51,484 0

利 息 1,857 1,500

募金特別会計より 621,700 0

前期繰越収支差額 4,210,277 6,932,985

収 入 合 計（A） 28,997,326 29,334,485

支
出

Ⅰ　大学支援

大 学 5,486,088 5,000,000

学 生 3,535,522 4,000,000

Ⅱ　事業

事 業 1,500,000

OB 会・OB 助成 1,211,900 1,400,000

研 修 360,486 600,000

広 報 2,455,152 2,500,000

入 会 式 1,440,216 1,200,000

支 部 1,362,160 2,000,000

Ⅲ　管理

会 議 228,322 400,000

慶 弔 452,368 300,000

印 刷 166,298 200,000

通 信 151,907 200,000

運 営・ 活 動 3,896,406 3,700,000

消 耗・ 雑 費 133,404 150,000

備 品 103,680 150,000

Ⅳ　予備 1,080,432 1,000,000

Ⅴ　震災募金 0 621,700

Ⅵ　 創立 50 周年 
記念事業 0 0

支出合計（B） 22,064,341 24,921,700

次年度繰越収支差額
（A － B） 6,932,985 4,412,785

特別会計
1．積立金 （単位：円）

項目 27 年度決算 28 年度予算

収
入

利 息 7,175 15,000

前 年 度 繰 越 金 60,810,462 60,817,637

収 入 合 計（A） 60,817,637 60,832,637

支
出 なし

2．震災募金
項目 27 年度決算 28 年度予算

収
入

ボランティア援助金還付 45,000

寄 付 金 5,000

雑 収 入 26,558

一 般 会 計 よ り 0

利 息 102

前 年 度 繰 越 金 838,972 302,528

収 入 合 計（A） 915,632 302,528

項目 ★

支
出

学 生 ボ ラ ン テ ィ ア 613,104

支 出 合 計（B） 613,104

次年度繰越収支差額
（A）－（B） 302,528

3．奨学金
項目 27 年度決算 28 年度予算

収
入

貸 与 者 返 済 2,554,600 2,734,100

雑 収 入 28,886 3,000

一 般 会 計 よ り 0

前 年 度 繰 越 金 22,356,988 22,356,988

収 入 合 計（A） 24,940,474 25,094,088

支
出

項 目 27 年度決算 28 年度予算

奨 学 金 貸 与 1,700,000 3,460,000

雑 費 576 26,320

支 出 合 計（B） 1,700,576 3,486,320

次 年 度 繰 越 金
（A）－（B） 23,239,898 21,607,768

4．スポーツ・文化振興会
項目 27 年度決算 28 年度予算

収
入

利 息 33 2,000

前年度繰越収支差額 569,886 59,719

収 入 合 計（A） 569,919 61,719

支
出

外 部 コ ー チ 500,000

O B 活 動 援 助 10,200

支 出 合 計（B） 510,200

次年度繰越収支差額
（A）－（B） 59,719

〈支出〉・外部コーチ

関東支部交流会
平成27年10月3日（土）

食事会　スカイツリー　ソラマチ　レストラン
「ブラッスリーシノワ」

釧路支部交流会
平成27年9月3日（木）

「狂言　野村万作・萬齋釧路公演」鑑賞
＆食事会

みちのく北支部交流会
平成27年11月14日（土）

食事会　ホテルメトロポリタン秋田3F
「レストラン　クオーレ」

根室支部交流会
平成27年9月12日（土）

陶芸体験…カップ、皿等好きな形の焼き物に挑戦
＆食事会

　平成 27年 10月 25日（日）に仙台の街を北翔大学のス
クールカラーで埋め尽くしたかの様に、みちのく南支部の
OBが集まり後輩達を応援しました。でもまだ他校にくら
べても絶対数がたりていません。仙台におすまいの方、一
緒に応援して下さい。応援の力が、選手達の力になります。
　出場が決まりましたらハガキでお知らせ致します。

帯広支部交流会
平成27年10月24日（土）

食事会　イタリアンレストラン
「ラ　リベラ」

平成28年度　支部交流会予定表

釧 路 支 部 9月 食事会

北 見 支 部 8/28（日） 陶芸教室＆食事会

函 館 支 部 8月末 リンパマッサージ＆食事会

根 室 支 部 9/24（土）レザークラフト＆食事会

みちのく南支部 10月 駅伝応援＆食事会

関 東 支 部 10/1（土）
食事会横浜萬珍樓本店　
ランチコース

H28.5.末日現在

淑萃会よりお米券を贈呈

ひらめき☆ときめきサイエンス
〜ようこそ大学の研究室へ〜KAKENHI

江別市教育委員会後援
札幌市教育委員会後援
日本学術振興会共催
現在活躍している研究者の研究成果をテーマとし、みなさんに、直に見る、
聞く、触れることを通し、科学のおもしろさを感じてもらうプログラムです。

中学生、高校生、
北翔へGO！

教育文化学部　教育学科

教授　今野　洋子（いまの  ようこ）
企画代表

日 時 7月16日（土）・7月17日（日） 北翔大学 7号棟724教室
1日だけでも2日でも参加することができます。
昼食は学食で無料で食べられます。
12：30〜受付　13：00〜14：40

当日の
主な内容

1．科学研究費と本事業の説明
2．研究成果の紹介
3．実習補助学生のデモンストレーション
4．参加者のみなさんの「養護教諭体験」
5．スペシャルカード作成
6．未来博士号授与

保健室の先生（養護教諭）になっちゃおう

未来博士号授与者は、
現在 1 万人を超えました！

日本学術振興会に
8年連続で

採択されました！

北翔大学　総務課　千広　敦子（ちひろ　あつこ）
TEL：011-387-4158　FAX：011-387-1542　
E-mail：chihiro@hokusho-u.ac.jp
参加費は無料です。教材と未来博士号をご用意いたしますので、事前にお
申込みいただけるとありがたいです。申し込み締切は 7 月 15 日（金）です。

お問合せ
お申込先

スペシャルカード作成

未来博士号授与

保護者の方も
ご一緒にどうぞ

楽しくて
ためになる
時間です

養護教諭体験

杜の都駅伝
みちのく南支部交流会くりりん祭りの様子夏祭り「釜石よいさ」

来
年
度
入
学
生
か
ら
始
動

します。応援隊募集

　今年も第 2大麻幼稚園入園の保護者を対象にした通園バッグ、絵本
バッグの製作会が終了しました。
　参加されたお母さん達の多くは、洋裁経験がほとんどない事を不安
に思っている様子でしたが、本大学の冨田玲子教授と大信田信子准教
授の指導により仕上げる事ができました。

～参加した方の感想～
・�先生達がとても親切に教えて下さり、全く経験が無い私も完成することが出
来て本当に有難かったです。感謝の気持ちで一杯です。
・�自己流ではなくて、プロフェッショナルな先生に教えてもらいながら作れた
ので、細かいコツや方法がわかって何年も使って行けるようなきちんとしっ
かりとしたバッグができたと思います。
・�託児があったので、家で作るよりも集中してできたのでとても良かったです。

通園バッグ製作会第10回
こんな作品ができたよ〜

次回はH29年 2月末予定

平成27年度も各地で
支部交流会が開催されました。

あ
な
た
の
お
孫
さ
ん
の

入
学
金
が
免
除
に

私
た
ち
は
今
も
あ
の
日
を
忘
れ
な
い
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Let's Party!!

　
淑
萃
会
で
は
、
同
窓
生
向
け
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
を
制
作

し
ま
し
た
。
開
学
時
か
ら
現
在
ま

で
を
振
り
返
る
D
V
D
で
す
。
是

非
、
ご
視
聴
下
さ
い
。

　
創
立
か
ら
北
翔
大
学
に
至
る
ま

で
の
教
育
理
念
・
創
立
の
精
神
が

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
様
を

実
感
す
る
内
容
に
な
っ
て
い
ま

す
。
D
V
D
の
中
に
は
、
な
つ
か

し
い
校
舎
や
故
浅
井
淑
子
先
生
に

も
お
会
い
出
来
ま
す
。

　
ク
ラ
ス
会
等
に
貸
し
出
し
も
し

て
い
ま
す
。
参
加
者
で
、
青
春
時

代
を
思
い
出
し
楽
し
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。
又
、
淑
萃
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
見
る
事
が
出
来
ま
す
。

大
学
の
発
展
と
学
生
の
夢
・
同
窓

生
の
想
い
を
感
じ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

　
創
立
50
周
年

の
時
に
作
っ
た

オ
リ
ジ
ナ
ル

ト
ー
ト
バ
ッ
ク

に
プ
リ
ン
ト
さ

れ
て
い
ま
し
た

“
わ
た
あ
め
”。

　
カ
ワ
イ
イ
〜
と
評
判
な
の
で
ぬ
い
ぐ
る
み
を

作
っ
て
み
ま
し
た
。

　
と
て
も
カ
ワ
イ
イ
出
来
栄
え
に
大
満
足
。

　
わ
た
あ
め
は
2
0
1
2
年
の
大
学
祭
実
行
委
員

達
が
大
学
祭
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
デ
ザ
イ
ン
し

着
ぐ
る
み
を
作
り
ま
し
た
。

　
以
来
、
学
生
達
で
、
は
ぐ
く
み
育
て
て
き
た
の

で
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
北
翔
大
学
非
公
認
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

と
し
て
活
躍
し
て
く

れ
る
事
で
し
ょ
う
。

淑
萃
会
初
の
試
み
で
す

カ
ジ
ュ
ア
ル
で
あ
り
な
が
ら
ち
ょ
っ
ぴ
り
オ
シ
ャ
レ

独
身
の
男
女
が
集
ま
り
ワ
イ
ン
を
飲
み
な
が
ら
名
刺
交
換
し
た
り

友
達
作
り
を
し
た
り

楽
し
い
歓
談
の
輪
を
広
げ

同
窓
生
で
あ
る
繋
が
り
を
持
て
た
ら

そ
れ
で
人
生
楽
し
く
な
る
か
も

引
っ
込
み
思
案
の
あ
な
た
も
こ
こ
な
ら
安
心
で
し
ょ

同
窓
生
の
友
達
を
誘
っ
て
集
ま
っ
て
み
な
い
？

申し込み先  

北翔大学同窓会事務局
〒069-8511　江別市文京台23番地

TEL&FAX（011）387-1019（直通）

E-mail：shukusui@hokusho-u.ac.jp
HP：http://www.syukusuikai.com 

札幌キャッツ
観に行って
来ました
　前回のNO.23で募集しました「札幌キャッツ 
観に行こう」ですが、応募者多数の為抽選の結
果当選された皆様とキャッツ鑑賞してきました。
　道内各地から参加された皆様は劇団四季常連
さんも多く同窓生が出演しているという舞台は特別な想いで鑑賞することができました。
　公演終了後には同窓生の齊藤太一さん（ギルバート役）と一緒に写真を撮ることが
でき、素敵なひとときを過ごすことができました。

2 0 1 6
大切な人に贈る
コンサート

Vol.3

　北翔大学創立50周年おめでとうパーティーでオープニングを
飾って頂いた、オペラ歌手上平臣悟さん（芸術メディア学科卒）が
出演されたコンサートが、4月23日（土）札幌にて行われました。
　オペラの楽曲が中心で迫力がある歌声が披露されました。
　上平さんの他にも岡元実和さん（大学院卒）、山田桃子さん（芸
術メディア学科卒）と川上伸一さん（北翔大学2年在籍）も出演さ
れ今後の活躍も期待されます。

期　　日 ：平成 28年 10月 8日土・9日日
会　　場 ：北翔大学（〒 069-8511　江別市文京台 23）
アクセス ：JR大麻駅から徒歩 15分・大学前バス停から徒歩 2分

【学術集会　事務局】	 〒 069-8511　北海道江別市文京台 23番地
	 北翔大学　教育文化学部　教育学科　今野研究室
	 代　表　　	Tel	　：011-386-8011　
	 　　　　　	Fax	　：011-387-3739
　	 　　　　 E-mail	：yogo2016aki@gmail.com

　

初
め
ま
し
て
。
Ｏ
Ｂ
吹
奏
楽
会
で
す
。

２
０
１
３
年
か
ら
集
ま
り
だ
し
た
、
比
較
的

新
し
い
組
織
で
す
。
現
在
の
活
動
内
容
は
小

中
高
生
の
指
導
を
中
心
に
、
年
に
数
回
中
高

生
に
混
ぜ
て
も
ら
い
な
が
ら
演
奏
会
の
ス

テ
ー
ジ
に
も
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

同
窓
生
の
活
動
の
中
か
ら
今
年
札
幌
で
開
催

し
た
「
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
」
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
道
内
３
地

区
４
校
の
中
高
生
が
集
ま
っ
て
開
か
れ
た
演

奏
会
。
こ
の
４
校
は
い
ず
れ
も
、
普
段
10
名

前
後
で
活
動
す
る
小
編
成
バ
ン
ド
で
す
。
校

内
に
同
じ
楽
器
の
先
輩
が
い
る
こ
と
も
稀
な

状
況
で
必
死
に
部
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る

生
徒
た
ち
に
対
し
、
成
長
の
場
を
つ
く
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
。
そ
し
て
顧
問
で
あ
る
自

分
た
ち
も
さ
ら
に
勉
強
し
、
生
徒
に
還
元
で

き
る
こ
と
を
増
や
せ
な
い
か
。
と
い
う
生
涯

学
習
シ
ス
テ
ム
学
部
芸
術
メ
デ
ィ
ア
学
科
で

学
ん
だ
４
人
の
教
員
の
思
い
か
ら
生
ま
れ
、

昨
年
の
開
催
に
引
き
続
き
、
今
年
２
回
目
の

コ
ン
サ
ー
ト
を
成
功
さ
せ
ま
し
た
。

　

最
初
の
開
催
地
は
伊
達
市
。
準
備
も
簡
単

で
は
な
く
、
各
校
の
日
程
調
整
や
練
習
会
場

の
確
保
、
運
営
資
金
な
ど
様
々
な
課
題
が
待

ち
受
け
て
い
ま
し
た
が
、
お
互
い
に
声
を
か

け
合
い
乗
り
越
え
ま
し
た
。

　

も
と
も
と
人
見
知
り
の
生
徒
も
多
く
初
め

は
ぎ
こ
ち
な
か
っ
た
関
係
も
、
練
習
時
間
を

通
じ
て
す
っ
か
り
仲
良
し
に
。
あ
っ
と
い
う

間
に
成
長
す
る
生
徒
た
ち
を
見
て
と
て
も
頼

も
し
く
感
じ
な
が
ら
、
無
限
の
可
能
性
を
秘

め
た
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
は
指
導
す
る
教

員
側
の
努
力
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
改
め

て
認
識
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
演
奏
会

は
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
な
ど
大
勢
が
詰

め
か
け
、
会
場
が
ほ
ぼ
埋
ま
る
ほ
ど
の
盛
会

ぶ
り
。
約
50
名
の
大
編
成
と
な
っ
た
４
校
合

同
演
奏
の
迫
力
に
は
、
演
奏
す
る
生
徒
の
表

情
に
も
達
成
感
が
表
れ
、
笑
顔
で
溢
れ
て
い

ま
し
た
。

日本養護教諭教育学会　第 24 回学術集会
The 24th Conference of Japanese Association of Yogo Teacher Education

子どもの未来を拓く養護教諭の力
─チーム学校への挑戦─
＊�学術集会の詳細については、第 24 回学術集会ホームページ
http://jayte24.sakura.ne.jp/をご覧ください。

できるだけメールで
お問い合わせください。

四
人
の
教
員
が
お
こ
し
た

キ
セ
キ
の

ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

O
B
吹
奏
楽
会

　

こ
の
度
、
部
創
立
50
周
年
を
記
念
し

て
同
窓
会
を
開
催
す
る
運
び
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

当
日
は
中
本
祐
二
監
督
（
2
0
1
0

年
ア
ジ
ア
競
技
大
会
女
子
金
メ
ダ
ル
獲

得
）
を
お
迎
え
し
て
の
ご
講
演
と
会
食

等
の
準
備
を
し
て
お
り
ま
す
。
是
非
会

場
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
な
つ
か
し
い

旧
友
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
下
記
の
要
領

で
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
ご
多
忙
中
と

は
思
い
ま
す
が
、
是
非
と
も
ご
出
席
下

さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

�　
　
　
　
　

記

●
日
時
：
10
月
8
日
（
土
）

　
　
　
　

11
時
〜
15
時
予
定

●
場
所
：
北
翔
大
学

●
会
費
：
5
0
0
0
円

　

�

な
お
準
備
の
都
合
上
、
折
り
返
し

6
月
30
日
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
連
絡
先
：thatake@

hokusho-u.ac.jp以
上

北翔大学ソフトテニス部 50 周年記念のご案内

50 周年記念植樹への寄付金について
（お願い）

�
　ソフトテニス部 50 周年を記念して植樹
を企画しています。
　1口千円1口以上、申込方法、期間につき
ましては改めてご案内させていただきます。
　皆さまのご理解とご協力をお願いいたし
ます。

\ 購入できます /
￥1,000（税込）＋￥120（送料）
なお、収益は学生の活動を応援する資金にします。
お申込み・お問合せは同窓会事務局まで

約 12cm

ぬ
い
ぐ
る
み
を

作
っち
ゃい
ま
し
た
！

おめでとう！！
8
年
振
り
全
道
優
勝
‼

男
女
共
全
道
大
会

総
合
優
勝

“わた
あめ”北翔

大学
非公
認キャ

ラクター

北翔
大学
非公
認キャ

ラクター

北翔
大学
非公
認キャ

ラクター

背中の羽は
漢字の北を
表しています。

── 同窓生向け　プロモーションビデオを制作しました ──

 

　今年度も、8月
に実施されます。

毎年の事ですが募集開始と同時に申し込みが殺到
し、すぐ定員〆切になる事が多々ある様です。
　詳しくは、4月中旬頃からの大学ホームページ免
許状更新講習ニュースをご覧下さい。

問い合せは　北翔大学 教職センター
TEL 011-387-4082

北翔大学
免許状更新講習について

北翔大学保育士　
資格取得特例講座 開講のご案内

北翔大学では特例対象者に対し
て保育士資格の取得に必要な科
目の講座を開講することとしま
した。7月から開講し募集期間
は 6 月 1 日〜 6 月 30 日となっ
ています。詳細は北翔大学又は
同窓会ホームページの平成 28 年度保育士資格取得特例講
座の開講についての募集要綱をご覧下さい。

昨年度の講習の様子

異
業
種
交
流
会
を
開
催
し
ま
す

オ
 シャ
   レ
     に

参加資格　年齢制限なし　同窓生であり、独身である事
日　　時　平成 28 年 8 月 12 日（金）満月？　18：00 〜
場　　所　宮の森フランセス教会
　　　　　札幌市中央区宮の森 3条 10 丁目 3-25
　　　　　電話：011-641-1288

会　　費　￥2,000
ドレスコード　男女共に赤い物を身に着ける
募集人数　男女各 30 人ずつ
参加申込　�淑萃会HPのお問合せ＆住所登録のページ又

はQRコードより
電話・FAX　011-387-1019
E - m a i l　shukusui@hokusho-u.ac.jp
申込〆切　8月 3日（水）

　

２
０
１
８
年
開
催
の
平
昌
冬
期
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
メ
ダ
ル
が
期
待
で
き
る
大
和
田
司

君
、
大
和
田
真
君
。

　

二
人
は
学
生
時
代
か
ら
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー

ト
界
で
有
望
視
さ
れ
て
い
た
若
手
ア
ス
リ
ー

ト
。

　

本
学
で
学
び
な
が
ら
帯
広
の
十
勝
オ
ー
パ

ル
を
拠
点
に
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
重
ね
活

動
を
し
て
来
ま
し
た
。
平
成
24
年
、
平
成
26

年
に
そ
れ
ぞ
れ
卒
業
し
て
現
在
に
至
り
ま

す
。

　

兄
の
司
君
は
今
年
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
メ
ン

バ
ー
と
し
て
世
界
と
戦
っ
た
充
実
し
た
年
に

な
り
ま
し
た
。

　

今
季
国
内
成
績
は
、
全
日
本
距
離
別
ス

ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
選
手
権
大
会
５
０
０
ｍ
4

位
、
１
０
０
０
ｍ
優
勝
。
全
日
本
ス
プ
リ
ン

ト
に
て
総
合
優
勝
。

　

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
参
戦
し
て
、
体
力
や

技
術
面
で
ま
だ
ま
だ
力
不
足
を
痛
感
し
来
年

の
課
題
は
苦
手
な
ス
タ
ー
ト
技
術
を
磨
く

事
。
世
界
と
の
差
を
一
番
感
じ
た
の
は
ス

タ
ー
ト
な
の
で
重
点
的
に
夏
場
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
季
か
ら
コ
ー
チ
も
オ
ラ
ン
ダ
人
に
代
わ

り
厳
し
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
な
り
ま
す
が
世

界
で
戦
え
る
力
を
つ

け
て
い
き
ま
す
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

向
け
、
来
シ
ー
ズ
ン

が
と
て
も
大
切
に
な

り
出
場
す
る
だ
け
で
は
な
く
メ
ダ
ル
獲
得
を

目
指
し
ま
す
。
と
、
力
強
く
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

弟
の
真
君
は
今
シ
ー
ズ
ン
の
成
績
、
全
日

本
距
離
別
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
選
手
権

１
０
０
０
ｍ
8
位
、
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
競
技

会
第
一
戦
１
０
０
０
ｍ
3
位
、
１
５
０
０
ｍ

優
勝
。

　

今
季
は
怪
我
に
泣
き
本
来
の
活
躍
が
出
来

ず
、
来
シ
ー
ズ
ン
は
2
シ
ー
ズ
ン
ぶ
り
に
代

表
復
帰
し
平
昌
ま
で
し
っ
か
り
と
目
標
を
据

え
、
時
間
を
大
切
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

と
、
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

後
輩
の
彼
等
が
過
酷
な
ア
ス
リ
ー
ト
人
生

に
挑
み
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
舞
台
に
立
と
う
と

日
々
努
力
し
て
い
る
事
は
先
輩
に
と
っ
て
こ

の
上
な
い
誇
り
で

す
。

　

応
援
す
る
事
し
か

で
き
な
の
で
す
が
、

ガ
ン
バ
レ
〜

兄弟で
平昌オリンピック
メダルを掴め

大和田司さん 大和田真さん

同
窓
生
同
士
で
楽
し
も
う
か

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

陸
上
競
技
部
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北翔大学オープンキャンパス2016

進化する車椅子ソフトボール
7 月 2日第一回ワールドチャンピオンカップ開催

アメリカチーム 韓国チーム

●予約なしの参加OK●無料送迎バス運行●学食グルメ体験●

11：00 〜15：3010：30 受付開始全日程

7/16 土
SAT

7/17 日
SUN

9/11 日
SUN

3/12 日
SUN

2017

合 格
●���第28回社会福祉士
国家試験合格者� 19名
（H27年度卒 9名／�過年度卒 10名）
�
●���第18回精神保健福祉士
国家試験合格者� 7名
（H27 年度卒 3 名／�過年度卒 4 名）

採 用
●���教員採用者（H28.2.19 現）
� 採用者数� 118 名
　�小学校 27 名
　�中学校 6 名
　�高　校 3 名
　�特別支援学校 47 名
　�養護教諭 35 名

　
淑
萃
会
が
社
会
貢
献
の
一
環
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
、
車
椅
子
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
。
第
4
回
を
迎
え
る
全
日
本
選
手

権
大
会
は
、
本
学
大
西
昌
美
准
教
授
が
ゼ
ミ

生
と
共
に
研
究
及
び
サ
ポ
ー
ト
に
あ
た
っ
て
い

ま
す
。

　
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正
式
種
目
に
し
た
い
と

高
い
目
標
を
掲
げ
た
協
会
が
今
取
り
組
ん
で

い
る
の
は
、
競
技
人
口
の
増
加
と
世
界
各
国

に
呼
び
か
け
参
加
国
を
増
や
す
事
で
す
。

　
も
と
も
と
ア
メ
リ
カ
で
40
年
以
上
も
前
か

ら
行
わ
れ
て
い
た
競
技
な
の
で
す
が
、
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
対
抗
の
大
会
に
日
本
チ
ー
ム
が
参
加

さ
せ
て
も
ら
っ
た
の
が
4
年
前
。
今
年
開
催

す
る
全
日
本
選
手
権
と
同
時
開
催
で
は
あ
り

ま
す
が
、第
一
回
ワ
ー
ル
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
カ
ッ

プ
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
チ
ー
ム
・
韓
国
チ
ー
ム
・

そ
し
て
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
と
4
カ
国
で
の
競
技

が
実
現
し
ま
す
。
世
界
初
で
す
。

　
国
内
的
に
も
、
中
畑
清
さ
ん
が
応
援
大
使

を
引
き
受
け
て
下
さ
り
、
元
巨
人
の
桑
田
真

澄
さ
ん
も
と
て
も
大
き
な
興
味
を
持
っ
て
下

さ
り
、
7
月
の
大
会
は
是
非
見
学
を
し
た
い

と
の
問
い
合
わ
せ
も
あ
り
今
後
の
発
展
に
明

る
い
展
望
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
か
ら
は
競

技
用
車
椅
子
の
寄
付
を
い
た
だ
き
、
西
武
ラ

イ
オ
ン
ズ
に
至
っ
て
は
、
昨
年
9
月
ラ
イ
オ
ン

ズ
カ
ッ
プ
と
称
し
て
西
武
球
場
駐
車
場
に
て

大
会
開
催
を
実
現
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
北
海
道
の
地
で
蒔
い
た
一
粒
の
種
が
大

き
く
根
を
張
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

平
成
22
年
に
同
窓
生
の
子
女
並
び
に

兄
弟
の
入
学
金
免
除
制
度
が
発
足
し
て

か
ら
毎
年
50
人
前
後
の
入
学
が
実
現
し

て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
予
て
か
ら
同
窓
会
は
お
孫

さ
ん
に
も
対
象
の
拡
大
を
要
請
し
て
き

ま
し
た
。
平
成
29
年
度
入
学
生
募
集
か

ら
の
実
施
が
理
事
会
の
決
定
で
成
さ
れ

ま
し
た
。

　

道
内
他
大
学
で
も
こ
の
取
り
組
み
は

少
な
く
特
化
さ
れ
る
も
の
で
す
。
こ
の

制
度
を
利
用
し
て
多
く
の
優
れ
た
人
材

が
母
校
で
そ
の
才
能
や
個
性
、
能
力
を

大
い
に
発
揮
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
切

望
し
て
い
ま
す
。

　

先
ず
は
、
多
く
の
大
学
の
中
か
ら
母

校
を
選
択
肢
に
加
え
、
お
孫
さ
ん
と
一

緒
に
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
参
加
し

母
校
を
訪
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。そ
の
際
に
は
、入
試
の
方
法
は
様
々

用
意
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
子
女
、兄
弟
、

孫
で
あ
る
事
を
申
告
し
大
学
と
相
談
を

し
て
み
て
下
さ
い
。

　

心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
同
窓
会
は
大
学
と
共
に
最
善

を
尽
く
し
て
い
く
覚
悟
を
改
め
て
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

〈
手
続
き
の
流
れ
〉

　

入
学
金
は
通
常
通
り
一
旦
納
入
、
入

学
し
た
後
4
月
か
ら
学
生
生
活
支
援
オ

フ
ィ
ス
に
て
申
請
書
の
提
出
を
受
け
付

け
ま
す
。
後
に
返
金
さ
れ
ま
す
。

○注		

全
て
自
己
申
告
で
す
。
自
ら
申
し

出
て
手
続
き
を
行
っ
て
下
さ
い
。

　

第
4
回
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ア
ー
が
、
平
成
27
年
8
月

5
日
か
ら
10
日
ま
で
の
5
泊
6
日
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
初

め
て
開
催
し
た
持
ち
込
み
企
画
、「
く
り
り
ん
祭
り
」
で
は

現
地
の
子
ど
も
た
ち
と
遊
び
ま
し
た
。
子
ど
も
が
無
邪
気
に

外
で
楽
し
そ
う
に
遊
ぶ
姿
を
見
て
、
企
画
を
し
て
よ
か
っ
た

な
と
思
い
ま
し
た
。

　

震
災
が
起
き
て
辛
い
こ
と
悲
し
い
こ
と
が
沢
山
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
け
れ
ど
、
釜
石
の
人
た
ち
は
起
き
て
し
ま
っ
た

事
を
悔
や
む
よ
り
も
、
ど
う
や
っ
て
元
に
戻
す
か
を
考
え
、

釜
石
の
未
来
の
た
め
に
動
き
出

し
て
い
る
人
た
ち
の
ほ
う
が
多

い
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
こ
の
よ
う
な
貴
重
な

体
験
を
通
し
て
沢
山
の
こ
と
を

学
べ
た
の
は
同
窓
会
の
皆
様
の

ご
支
援
の
お
か
げ
で
す
。

　

参
加
者
の
一
人
と
し
て
心
か

ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
大
学
に
入
学
し
て
か
ら
毎
年
、
淑
萃
会
の
支
援
で
岩

手
県
釜
石
市
に
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
っ
て
い
ま
す
。
報

道
な
ど
で
は
わ
か
ら
な
い
被
災
地
の
現
状
や
被
災
地
の
方
々

と
実
際
に
話
し
て
み
た
い
と
思
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し

た
。
被
災
地
に
行
っ
て
み
る
と
、
復
興
と
は
程
遠
い
景
色
で

し
た
。
現
地
の
方
が
、
震
災
前
の
写
真
を
持
ち
な
が
ら
そ
の

場
そ
の
場
を
説
明
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
時
、
津
波
に
の
ま

れ
九
死
に
一
生
を
得
た
話
を
聞
い
た
時
、亡
く
な
っ
た
家
族
・

未
だ
に
見
つ
か
ら
な
い
家
族
の
お
話
を
し
て
く
だ
さ
っ
た

時
、
言
葉
に
は
表
せ
な
い
複
雑
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
気
持
ち
は
、
実
際
に
被
災
地
に
行
く
こ
と
が
な
け
れ
ば

感
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
く
た
び

に
、
人
と
の
繋
が
り
が
増
え
て

い
き
ま
し
た
。
同
じ
目
的
を

持
っ
て
活
動
を
し
て
い
た
人
た

ち
と
は
今
で
も
関
わ
り
を
持
っ

て
い
ま
す
。学
校
の
ツ
ア
ー
や
、

個
人
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
く

こ
と
が
な
け
れ
ば
こ
の
繋
が
り

を
持
つ
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
き
私
自
身
成
長
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。一
日
一
日
を
大
切
に
、

無
駄
の
な
い
生
活
を
し
よ
う
。
い
つ
何
が
起
こ

る
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
後
悔
の
な
い
生
き
方
を

し
よ
う
、
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

第
4
回
東
日
本
大
震
災

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て

教
育
文
化
学
部
教
育
学
科
2
年
　
髙
橋
　
春
菜

「
東
北
の
今
」

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
代
表
（
教
育
学
科
3
年
）

蛯
名
　
千
晴

　復興庁が主催する平成 28年度学
生ボランティア促進キャンペーンイ
ベント「今だからできること〜復興
の先を見据えて」が東京で開催され、
災害ボランティアサークルの取組が
評価され、北海道を代表して参加し
てきました。
　全国の大学と交流を深め、より多
くの人と被災地の復興について考え
ることができました。
� （蛯名千晴・髙橋春菜）

●入学金
北翔大学
北翔大学短期大学部
編入学
大学院

310,000円→0円
230,000円→0円
240,000円→0円
200,000円→0円

●同窓会費
40,000円→20,000円

学生表彰受賞者
伊藤　佑樹  
生涯スポーツ学研究科　陸上競技
西本　亜海
スポーツ教育学科　陸上競技
八重樫春香
スポーツ教育学科　陸上競技
坂﨑　　凜
スポーツ教育学科　体操
岡部　唯香
教育学科　陸上競技 今後のますますの活躍を期待します

　

北
海
道
女
子
短
期
大
学
か
ら

大
学
へ
移
行
し
て
20
年
に
な
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　

各
支
部
に
出
向
き
参
加
者
も

そ
う
で
す
が
、
ま
だ
短
大
と
大

学
が
同
窓
生
の
中
で
融
合
さ
れ

て
い
な
い
と
い
う
の
が
実
感
。

　

当
広
報
誌
に
て
、
幾
度
と
な

く
何
も
変
わ
ら
な
い
母
校
で
す

と
呼
び
か
け
て
来
ま
し
た
が
一

向
に
溝
が
埋
ま
っ
て
い
な
い
の

が
現
実
な
の
で
し
ょ
う
。

　

母
校
は
不
幸
な
事
件
が
あ
り

気
持
ち
が
離
れ
て
し
ま
っ
た
の

も
大
き
な
原
因
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

で
も
し
か
し
、
現
在
は
北
翔

大
学
と
し
て
毎
年
6
0
0
名
の

後
輩
が
入
学
し
卒
業
し
て
い
る

現
在
進
行
形
で
す
。
18
歳
人
口

の
減
少
、
ま
た
本
学
が
特
色
の

あ
る
学
部
構
成
で
あ
る
事
の
特

性
を
生
か
し
切
れ
て
い
な
い
の

か
、
特
性
故
な
の
か
厳
し
い
戦

い
が
続
い
て
い
ま
す
。
で
す
か

ら
同
窓
会
と
し
て
、
何
を
す
れ

ば
い
い
の
か
を
重
点
に
お
き
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
短
大
卒
の
方
々
に
は

今
も
変
わ
ら
ず
母
校
で
あ
る
事

を
感
じ
て
欲
し
く
て
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
を
製
作
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
同
窓
会
を
託
し

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
若

者
に
は
異
業
種
交
流
会
。
一
人

で
も
多
く
の
入
学
者
を
獲
得
す

る
た
め
の
孫
の
入
学
金
減
免
制

度
の
確
立
。

　

温
か
く
強
い
繋
が
り
を
目
標

に
し
て
頑
張
っ
て
い
る
後
輩
へ

の
数
々
の
支
援
。

　

こ
ん
な
に
頑
張
っ
て
い
る
同

窓
会
、
他
に
あ
り
ま
す
か
。

　

で
も
こ
れ
は
自
己
満
足
な
の

で
し
ょ
う
。
学
内
で
は
（
一
部

で
す
が
）
同
窓
会
の
お
金
を
同

窓
会
に
決
定
権
を
委
ね
て
い
い

の
か
、
同
窓
会
の
お
金
は
大
学

の
物
だ
と
の
風
潮
が
。

　

そ
れ
は
こ
ち
ら
側
が
考
慮
す

る
事
で
大
学
が
口
に
し
て
は
い
け

な
い
越
権
行
為
。
情
け
な
い
…

　

今
や
同
窓
会
の
力
は
大
学
の

力
、
広
く
世
間
か
ら
求
め
ら
れ

て
い
る
現
実
を
無
視
す
る
イ
ン

テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
欠
片
も
な
い

見
解
。

　

日
々
同
窓
会
は
こ
ん
な
事
と

も
戦
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
ほ
ん
の
一
部
で
す
が

愚
痴
を
言
っ
て
み
ま
し
た
。
歩

を
止
め
た
ら
負
け
だ
と
知
っ
て

い
ま
す
。
前
を
見
据
え
て
進
む

だ
け
で
す
。

　

皆
さ
ん
は
ど
う
思
い
ま
す
か
。

合
縁
奇
縁

● ● ● ● ●平成28年度	代議員会報告●●●● ●

平成27年度決算＆平成28年度予算

〈審議内容〉
1．H27 年度事業報告及び会計決算報告
2．H28 年度事業計画及び予算

3．その他

4月2日（土）開催

一般会計 （単位：円）

項目 27 年度決算 28 年度予算

収
入

会 費 収 入 24,112,008 22,400,000

雑 収 入 51,484 0

利 息 1,857 1,500

募金特別会計より 621,700 0

前期繰越収支差額 4,210,277 6,932,985

収 入 合 計（A） 28,997,326 29,334,485

支
出

Ⅰ　大学支援

大 学 5,486,088 5,000,000

学 生 3,535,522 4,000,000

Ⅱ　事業

事 業 1,500,000

OB 会・OB 助成 1,211,900 1,400,000

研 修 360,486 600,000

広 報 2,455,152 2,500,000

入 会 式 1,440,216 1,200,000

支 部 1,362,160 2,000,000

Ⅲ　管理

会 議 228,322 400,000

慶 弔 452,368 300,000

印 刷 166,298 200,000

通 信 151,907 200,000

運 営・ 活 動 3,896,406 3,700,000

消 耗・ 雑 費 133,404 150,000

備 品 103,680 150,000

Ⅳ　予備 1,080,432 1,000,000

Ⅴ　震災募金 0 621,700

Ⅵ　 創立 50 周年 
記念事業 0 0

支出合計（B） 22,064,341 24,921,700

次年度繰越収支差額
（A － B） 6,932,985 4,412,785

特別会計
1．積立金 （単位：円）

項目 27 年度決算 28 年度予算

収
入

利 息 7,175 15,000

前 年 度 繰 越 金 60,810,462 60,817,637

収 入 合 計（A） 60,817,637 60,832,637

支
出 なし

2．震災募金
項目 27 年度決算 28 年度予算

収
入

ボランティア援助金還付 45,000

寄 付 金 5,000

雑 収 入 26,558

一 般 会 計 よ り 0

利 息 102

前 年 度 繰 越 金 838,972 302,528

収 入 合 計（A） 915,632 302,528

項目 ★

支
出

学 生 ボ ラ ン テ ィ ア 613,104

支 出 合 計（B） 613,104

次年度繰越収支差額
（A）－（B） 302,528

3．奨学金
項目 27 年度決算 28 年度予算

収
入

貸 与 者 返 済 2,554,600 2,734,100

雑 収 入 28,886 3,000

一 般 会 計 よ り 0

前 年 度 繰 越 金 22,356,988 22,356,988

収 入 合 計（A） 24,940,474 25,094,088

支
出

項 目 27 年度決算 28 年度予算

奨 学 金 貸 与 1,700,000 3,460,000

雑 費 576 26,320

支 出 合 計（B） 1,700,576 3,486,320

次 年 度 繰 越 金
（A）－（B） 23,239,898 21,607,768

4．スポーツ・文化振興会
項目 27 年度決算 28 年度予算

収
入

利 息 33 2,000

前年度繰越収支差額 569,886 59,719

収 入 合 計（A） 569,919 61,719

支
出

外 部 コ ー チ 500,000

O B 活 動 援 助 10,200

支 出 合 計（B） 510,200

次年度繰越収支差額
（A）－（B） 59,719

〈支出〉・外部コーチ

関東支部交流会
平成27年10月3日（土）

食事会　スカイツリー　ソラマチ　レストラン
「ブラッスリーシノワ」

釧路支部交流会
平成27年9月3日（木）

「狂言　野村万作・萬齋釧路公演」鑑賞
＆食事会

みちのく北支部交流会
平成27年11月14日（土）

食事会　ホテルメトロポリタン秋田3F
「レストラン　クオーレ」

根室支部交流会
平成27年9月12日（土）

陶芸体験…カップ、皿等好きな形の焼き物に挑戦
＆食事会

　平成 27年 10月 25日（日）に仙台の街を北翔大学のス
クールカラーで埋め尽くしたかの様に、みちのく南支部の
OBが集まり後輩達を応援しました。でもまだ他校にくら
べても絶対数がたりていません。仙台におすまいの方、一
緒に応援して下さい。応援の力が、選手達の力になります。
　出場が決まりましたらハガキでお知らせ致します。

帯広支部交流会
平成27年10月24日（土）

食事会　イタリアンレストラン
「ラ　リベラ」

平成28年度　支部交流会予定表

釧 路 支 部 9月 食事会

北 見 支 部 8/28（日） 陶芸教室＆食事会

函 館 支 部 8月末 リンパマッサージ＆食事会

根 室 支 部 9/24（土）レザークラフト＆食事会

みちのく南支部 10月 駅伝応援＆食事会

関 東 支 部 10/1（土）
食事会横浜萬珍樓本店　
ランチコース

H28.5.末日現在

淑萃会よりお米券を贈呈

ひらめき☆ときめきサイエンス
〜ようこそ大学の研究室へ〜KAKENHI

江別市教育委員会後援
札幌市教育委員会後援
日本学術振興会共催
現在活躍している研究者の研究成果をテーマとし、みなさんに、直に見る、
聞く、触れることを通し、科学のおもしろさを感じてもらうプログラムです。

中学生、高校生、
北翔へGO！

教育文化学部　教育学科

教授　今野　洋子（いまの  ようこ）
企画代表

日 時 7月16日（土）・7月17日（日） 北翔大学 7号棟724教室
1日だけでも2日でも参加することができます。
昼食は学食で無料で食べられます。
12：30〜受付　13：00〜14：40

当日の
主な内容

1．科学研究費と本事業の説明
2．研究成果の紹介
3．実習補助学生のデモンストレーション
4．参加者のみなさんの「養護教諭体験」
5．スペシャルカード作成
6．未来博士号授与

保健室の先生（養護教諭）になっちゃおう

未来博士号授与者は、
現在 1 万人を超えました！

日本学術振興会に
8年連続で

採択されました！

北翔大学　総務課　千広　敦子（ちひろ　あつこ）
TEL：011-387-4158　FAX：011-387-1542　
E-mail：chihiro@hokusho-u.ac.jp
参加費は無料です。教材と未来博士号をご用意いたしますので、事前にお
申込みいただけるとありがたいです。申し込み締切は 7 月 15 日（金）です。

お問合せ
お申込先

スペシャルカード作成

未来博士号授与

保護者の方も
ご一緒にどうぞ

楽しくて
ためになる
時間です

養護教諭体験

杜の都駅伝
みちのく南支部交流会くりりん祭りの様子夏祭り「釜石よいさ」

来
年
度
入
学
生
か
ら
始
動

します。応援隊募集

　今年も第 2大麻幼稚園入園の保護者を対象にした通園バッグ、絵本
バッグの製作会が終了しました。
　参加されたお母さん達の多くは、洋裁経験がほとんどない事を不安
に思っている様子でしたが、本大学の冨田玲子教授と大信田信子准教
授の指導により仕上げる事ができました。

～参加した方の感想～
・�先生達がとても親切に教えて下さり、全く経験が無い私も完成することが出
来て本当に有難かったです。感謝の気持ちで一杯です。
・�自己流ではなくて、プロフェッショナルな先生に教えてもらいながら作れた
ので、細かいコツや方法がわかって何年も使って行けるようなきちんとしっ
かりとしたバッグができたと思います。
・�託児があったので、家で作るよりも集中してできたのでとても良かったです。

通園バッグ製作会第10回
こんな作品ができたよ〜

次回はH29年 2月末予定

平成27年度も各地で
支部交流会が開催されました。

あ
な
た
の
お
孫
さ
ん
の

入
学
金
が
免
除
に

私
た
ち
は
今
も
あ
の
日
を
忘
れ
な
い


